
 

 

 

【韓国】 総合指数は 4.4％高と 3週ぶり反発、買い戻し優勢 2200ポイント台を回復 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 4.4％高と大幅に 3 週間ぶりに反発した。前週に 5.7％安と急落しており、買い戻し優勢の展開。週

明け 3 日は小幅ながら 3 日続落したものの、主力のハイテク株が相場を支えた。4－6 日は新型肺炎の感染拡大が韓国経

済や世界経済に及ぼす根強い懸念が上値を抑える場面もあっ

たが、米中株高を背景に 3日続伸。引き続きハイテク株が上昇

を主導した。特に 6日は中国の景気対策や中国当局が対米追加

関税を一部引き下げると発表したことも好感され、前日比

2.9％高で 2200 ポイント台を回復し、1 月 23 日以来、約 2 週

間ぶり高値を更新した。7 日は利益確定売りが重荷となり、4

日ぶりに反落している。今週も引き続き新型肺炎関連の動向に

注目。国内では 1月の失業率や貿易統計などが発表される。 

 

【ロシア】 RTS指数は 0.1％高と 3週ぶり小幅反発、今週は新型肺炎が焦点か 

先週の動き／今週の展望 

RTS 株価指数は週間で 0.1％高と 3 週ぶりに小幅に反発。週半ばまで堅調に推移したが、原油安や利下げを受けたル

ーブル安が嫌気され、週後半は売りが優勢となった。前週に 5.2％の大幅安となった流れで押し目買いが強まる中、新型

肺炎への警戒感の後退やルーブル高、原油高を背景に週半ばま

で堅調に推移した。ただ、週後半は原油相場の下落やルーブル

安で続落。ロシア中央銀行が 7 日に政策金利を 6.25％から

6.00％に引き下げ、ルーブルが売られた。RTS指数は 5日の場

中に前週末比 4.1％高まで上昇したが、7 日終値は横ばいだっ

た。個別ではアエロフロート・ロシア航空、MMCノリリスク

ニッケル、ズベルバンク・オブ・ロシアが上昇した一方、ノバ

テク、ロスネフチが下落。今週は新型肺炎の動向が焦点か。 

 

【ベトナム】 ベトナム指数は週間で 0.4％高と反発、今週も新型肺炎情勢の動向次

第か 

先週の動き／今週の展望 

VN指数は週間で 0.4％高と反発。新型肺炎の感染拡大による景気悪化懸念で週明けに一時急落したが、その後は過度

な警戒感が後退し、週後半は堅調に推移した。新型肺炎の感染拡大で前週に 5.5％安となった VN指数は週明け 3日も軟

調。中国との航空便の運航を停止したことで一時的に前週末比

4.8％安に急落した。終値では 0.9％安と下落幅を縮小したもの

の、4－5日も狭いレンジでもみ合った。ただ、6日は消費関連

株の上昇にけん引されて 1.4％高と反発すると、7 日も小幅に

続伸している。個別ではベトインバンクが 10.2％高、サコムバ

ンクが 9.3％高となった一方、サイゴンビール・アルコール飲

料が 8.0％安、ハノイ・ビア・アルコール・アンド・ビバレッ

ジが 7.6％安となった。今週は新型肺炎情勢の動向次第か。 
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【インドネシア】 
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【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 1.0％

高、今週は上値追いに期待 

ジャカルタ総合指数は週間で 1.0％高と 3 週ぶりに反発。週

初に下落したが、その後は週末まで 4 日続伸と堅調だった。3

日は取引を再開した中国本土市場の指数が急落した流れで売

られ、3 営業日続落。一方、4 日は新型コロナウイルスの感染

拡大による国内経済への影響が軽微にとどまるとの見方が広

がった効果で反発すると、5 日は 19 年 10－12 月期の GDP が

市場予想を小幅に下回ったものの、追加の景気刺激策への期待

感から買われた。週後半も中央銀行が今年の経済成長について

楽観的な見解を示していることが好感されて買い優勢となっ

た。今週は前週の勢いを維持し、上値を追う展開になるか。 
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【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

0.9％高、1月の製造業 PMIは 50ポイントを維持 

ストレーツタイムズ指数は週間で 0.9％高と 3週ぶりに反発。

荒い値動きが続いた。週初の 3 日は前営業日比 1.2％安と 3 営

業日続落。一方、4 日は前日の取引終了後に発表された 1 月の

製造業 PMI が 50.3 と前月の 50.1 を上回った効果で前日比

1.3％高と反発した。5日は金融通貨庁が政策緩和の可能性を示

唆し前日比 1.4％高、6日は中国が一部の米国製品に対する追加

関税の引き下げを発表したことが好感されてさらに 1.0％上昇

したが、7日は銀行最大手の DBSグループが今年の経済成長率

見通しを下方修正した影響で前日比 1.5％安と反落して引け

た。今週は 12日に 19年 12月の小売売上高が発表される予定。 

 

 

【先週の動き／今週の展望】SET 指数は 1.4％高、中央銀

行が政策金利を過去最低水準に引き下げ 

SET指数は週間で 1.4％高と 3週ぶりに反発。予想外の政策

金利引き下げが好感された。週初の 3日は前週後半から下げ止

まらず、終値で節目の 1500 ポイントを割り込んだが、4 日は

中国人民銀行（中央銀行）が前日に続き大規模な資金供給を実

施し、中国本土市場の指数が上昇した効果で、前日比 1.6％高

と 4営業日ぶりに反発。5日は中央銀行が政策金利を 0.25％引

き下げて過去最低水準となる 1.00％に設定したことで買われ、

前日比 1.0％高と続伸した。週後半は小幅な値動きで推移して

いる。今週は国内の経済イベントが少なく、外部要因が指数を

左右する展開か。10日はマカブーチャ（万仏祭）の祝日で休場。 

 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

1.5％高、今週は 12日に 19年 10－12月期の GDP発表 

クアラルンプール総合指数は週間で 1.5％高と 3 週ぶりに反

発。週初は下落したが、その後は堅調に推移した。3 日は中国

本土株の下落に連動して売られ、10営業日続落。一方、4日は

19 年 12 月の輸出額が前年同月比 2.7％増と 5 カ月ぶりに前年

の水準を上回った効果で反発した。6 日は中国が米国製品に対

する輸入関税の一部を 14 日に引き下げると発表したことが好

感され、前日比 1.0％上昇すると、7日は引け際の買い戻しが奏

功し、4日続伸して引けている。今週は 12日に 10－12月期の

GDPが発表される予定で、市場予想から上振れすれば好材料。

外部要因ではパウエル FRB議長の議会証言が焦点になる。 
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